
長年の信頼と実績

ホウレンソウケナガコナダニ

ホウレンソウケナガコナダニ被害

®は住友化学（株）の登録商標です。
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効果・薬害等の注意
●ほうれんそうに使用する場合、幼苗期には薬害を生ずるおそれがある
ので注意してください。

●あぶらな科作物には、薬害を生ずるおそれがあるので付近にある場合
にはかからないように注意して散布してださい。

●ボルドー液と混用する場合は散布直前に行い、できるだけ早く使用し
てください。ただし、その他のアルカリ性の強い農薬との混用はさけて
ください。
●本剤は自動車、壁などの塗装面、大理石、御影石に散布液がかか
ると変色するおそれがあるので、散布液がかからないよう注意してくださ
い。
●使用量に合わせ薬液を調製し、使い切ってください。
●適用作物群に属する作物又はその新品種に本剤をはじめて使用する
場合は、使用者の責任において事前に薬害の有無を十分確認してか
ら使用してください。なお、普及指導センター、病害虫防除所等関係
機関の指導を受けることが望ましいです。

安全使用上の注意　 
●ミツバチに対して影響があるので、以下のことに注意してください。
○ミツバチの巣箱及びその周辺にかからないようにする。
○受粉促進を目的としてミツバチ等を放飼中の果樹園等では使用をさける。

○養蜂が行われている地区では周辺への飛散に注意する等、ミツバチの危害防止に努める。
●誤飲などのないように注意してください。
●眼に入らないように注意してください。眼に入った場合は直ちに水洗し、眼科医の手当を受けてください。（刺
激性）

●皮ふに付着しないよう注意してください。付着した場合は直ちに石けんでよく洗い落としてください。（刺激性）
●使用の際は農薬用マスク、不浸透性手袋、長ズボン、長袖の作業衣などを着用してください。
作業後は直ちに手足、顔などを石けんでよく洗い、洗眼・うがいをするとともに衣服を交換してく
ださい。

●かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意してください。
●水産動植物（甲殻類）に影響を及ぼすので、河川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意して使用してください。
●使用残りの薬液が生じないように調製を行い、使い切ってください。散布器具及び容器の洗浄水は、河川等
に流さないでください。また、空容器、空袋等は水産動植物に影響を与えないよう適切に処理してください。

26H4D14S116:Z ２０１4年4月作成（全農教）
●使用前にはラベルをよく読んでください。●ラベルの記載以外には使用しないでください。●小児の手の届く所には置かないでください。●空容器は圃場等に放置せず適切に処理してください。

適用害虫と使用方法〈抜粋〉
使用
方法

散布

MEPを含む
農薬の
総使用回数

2回以内

本 剤 の
使用回数

2回以内

使用時期

収穫21日
前まで

使用液量

100～300
ℓ/10a

希釈倍数

1000～2000

2000

適用害虫名

アブラムシ類

ホウレンソウケナガコナダニ

作物名

ほうれんそう

スミチオン2回散布体系による
ホウレンソウケナガコナダニに対する効果

実 施 年：平成２３年
試験場所：宮城県農業・園芸総合研究所
供試植物：ホウレンソウ（品種：クロノス）
発生状況：少発生（放虫）
区制・反復：1区4.2m2、3反復
処 理 日：5月2日、9日
処理方法：肩掛け散布器（200～300ℓ/10a）
調 査 日：5月2日、9日、12日、16日
調査方法：各区から任意の15株に寄生する虫
　　　　　 数を調査し、寄生株率を求めた

使用上の注意事項〈抜粋〉詳細はラベルをご参照ください。

有効成分  MEP･･･50.0％

2014年 4月現在の登録内容
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〔1回目〕散布前
〔2回目〕3日後 〔2回目〕7日後

1回目
散 布

2回目
散 布

〔1回目〕7日後
〔2回目〕散布前

特長
●有機リン系殺虫剤でアセチルコリンエステラーゼの正常な活動を阻害し、殺虫効果を示します。
●害虫に対し接触・食毒効果に優れ、植物に対し浸達性があります。
●難防除害虫であるホウレンソウケナガコナダニに対し優れた効果を示します。


